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松橋 折尾
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 - - - - - 0 0 4 0 0 0 0 - 0 0

5 * (C) 21 2 7 1 1 0 0 5 0 0 0 0 - 0 0

6 * 4 0 2 0 1 0 0 6 0 0 0 0 - 0 0

7 - - - - - - - 7 * 26 0 12 2 1 0 0

8 2 0 1 0 - 0 0 8 * 19 0 9 1 4 0 0

9 - - - - - - - 9 0 0 0 0 - 0 0

10 - - - - - - - 10 0 0 0 0 - 0 0

11 - - - - - - - 11 - - - - - 0 0

12 * 10 0 4 2 1 0 0 12 0 0 0 0 1 0 0

13 - - - - - - - 13 0 0 0 0 1 0 0

14 - - - - - - - 14 * 0 0 0 0 2 0 0

15 0 0 0 0 - 0 0 15 * (C) 15 0 6 3 3 0 0

16 0 0 0 0 - 0 0 16 * 3 1 0 0 1 0 0

17 * 1 0 0 1 4 0 0 17 - - - - - 0 0

18 * 3 0 0 3 3 0 0 18 - - - - - 0 0

- -

41 2 14 7 10 0 0 63 1 27 6 13 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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女子１回戦 松橋 41 63 折尾

主審 川島　司 (熊本県) ● ○ (福岡県)

副審 児玉　晃太

門川　夕記

No. 1B2 日時： 2019年3月2日(土) 10:50 会場： 宮崎県体育館

選　手　氏　名 選　手　氏　名

内田　はるか 梶山　潤心

奥村　萌生 上村　菜々海

増田　萌友 田中　彩花

田中　葵 羽田　まりな

島村　杏 内田　杏泉

生田　恋 加藤　愛華

鷲尾　阿実 大串　心音

田中　こりん 古賀　日咲

荒川　陽向 山部　伶歩

太田　光咲 髙山　咲弥

遠山　心優 國廣　愛香

岩村　凪紗 西田　月美

高濱　結布佳 河野　志桜

門垣　莉央 村上　心喜祢

上田　菜々美 輪竹　未来

コーチ 前田　兼吾 コーチ 永井　種雄

合計 合計

戦　　評

記載者 黒木・山之内・富永 （所属） 宮崎県バスケットボール協会中学部
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松橋 折尾

第３９回全九州中学生バスケットボール春季選手権大会、女子一回戦は激しいDefを得意とする熊本県代表松橋中学校と正確なパス回しから
インサイドプレーを中心で攻める福岡県代表折尾中学校との対戦となった。高さに勝る折尾中学校が松橋中学校の激しいDefにも慌てることな
く勝利した。
第１Ｑ、折尾は激しいDefから＃１５の速攻、＃８ジャンプシュートで得点を重ねる。５分５０秒、９対０折尾リードとなったところで、松橋タイムアウ
ト。松橋はオールコートDefで流れをつかもうとするが、折尾の激しいDefをなかなか攻略できない。折尾は＃８のポストプレイ、＃１５のジャンプ
シュート、＃８のバスケットカウントワンスローで加点する。残り１分、折尾＃８の連続得点で、２６対７折尾がリード広げて終了した。

第２Ｑ、松橋は序盤から熱の入った激しいDefで２４秒オーバータイムを奪うなど、主導権をにぎる。対して折尾はファウルトラブルから、フリース

ローを与える。互いに点の取り合いが続く。中盤、速い展開になり、互いチャンスはあるもののシュートが決まらない。残り２分３０秒タイムアウト

後に、松橋はポストを起点としたＯｆｆや積極的なトラップからミスを誘い＃１２のシュートなどで流れをつかみ３２対１９と点差をつめて前半が終

了した。
第３Ｑ、序盤、松橋＃１８、＃５のドライブに対し、折尾はファウルでフリースローを与える。第２Ｑ同様、松橋は厳しいＤｅｆから流れをつかみ、追
撃にかかる。。しかし、速い展開のなかでも高さに勝る折尾はインサイドにボールを集め、＃８、＃７のシュートで確実に得点する。対して松橋
は外からのシュートが決まらず苦戦するが、＃１２が最後にバスケットカウントワンスローを決め意地を見せた。
第４Ｑ、折尾＃１５速攻からのジャンプシュートでスタート。折尾は＃７のシュート、＃８のバスケットカウントワンスロー、＃１６の３Ｐシュートで
いっきに点差を離していく。対する松橋は持ち味の足を使った激しいオールコートDefでターンオーバーをねらい、流れをつかもうとするが、折尾
はタイムアウトで流れをきり、激しい松橋のオールコートDefを突破し確実に＃８がゴール下のシュートを決め、６３対４１で折尾の勝利となった。


